
町の鳥：ひばり　町の花：れんげ　町の木：おとめ椿

　令和 2 年 4 月 1 日発行 

2 0 2 0

No.510
人　口	20,481 人 [734] (+  7 [+  9])
　男	 10,294 人 [312] (ー  4 [+  1])
　女	 10,187 人 [422] (+11 [+  8])
世帯数	 8,873 戸 [349] (+  3 [+  7])

まちの動き 3 月 1日現在（前月比）
※内、[　] は外国人数
※平成 24 年 7 月 9 日

から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数
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〈今月の表紙〉
　今月の表紙写真は、河東中島区にある山伏川の桜
です。川沿いおよそ600mの直線に約100本の桜が
植えられており、まっすぐに伸びた見晴らしの良い
桜並木の向こうには、まだ雪が覆う美しい富士山の
姿も見ることができます。国道から路地を入ってい
くだけで閑静で美しい景色が見られると、気軽に立
ち寄ることができるスポットとして人気です。



公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
な
ど
、
多
く
の

財
源
を
必
要
と
す
る
課
題
も
あ
る
現
状
に
お

い
て
は
、
財
政
状
況
を
慎
重
に
見
極
め
な
が

ら
町
民
ニ
ー
ズ
に
適
確
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
中
長
期
的
な
観
点
で
計
画
的
な

行
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
２
年

度
の
予
算
編
成
方
針
は
、
本
町
の
持
続
可
能

な
成
長
を
図
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
基
本
方
針
の
も
と
編
成
し
た
新
年
度
一
般

会
計
予
算
は
、
76
億
２
８
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
で

き
る
よ
う
予
算
執
行
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

私
は
昨
年
２
月
に
昭
和
町
長
と
し
て
当
選

を
い
た
だ
き
、
本
年
２
月
に
就
任
２
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
定
例
会
の
貴
重
な
時
間
を
お

借
り
し
て
、
私
の
所
信
と
１
年
間
の
施
政
方

針
を
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
あ
り

ま
す
が
、
は
じ
め
に
、
議
会
の
ほ
か
、
区
長

会
な
ど
の
各
種
団
体
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
に
対
し
ま
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

就
任
１
年
目
の
主
な
事
業
で
あ
り
ま
す
が

本
町
の
公
共
施
設
の
状
況
に
関
す
る
計
画
の

策
定
の
ほ
か
、
国
庫
補
助
金
等
を
活
用
し
て

町
道
30
号
線
の
ア
ル
プ
ス
通
り
と
の
接
続
工

事
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
令
和

２
年
度
は
、
引
き
続
き
、
昭
和
町
第
６
次
総

合
計
画
の
理
念
の
実
現
と
、
私
が
掲
げ
る
町

政
運
営
の
４
つ
の
柱
で
あ
り
ま
す
「
教
育
環

境
の
充
実
」「
社
会
福
祉
の
充
実
」「
地
域
経

済
の
発
展
」「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
議
会
は
新
年
度
予
算
案
等
に
関
す

る
議
案
を
ご
審
議
い
た
だ
く
わ
け
で
す
が
、

何
と
ぞ
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

現
在
、
ご
承
知
の
と
お
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
町
内
小
中
学

校
の
休
校
や
公
共
施
設
の
休
館
な
ど
に
対
応

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
庁
内
対
策
会
議

を
４
回
開
催
す
る
中
で
の
対
応
で
す
が
、
町

民
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
が
、
今
が
ま
さ
に
感
染
の
流
行
を
早
期
に

終
息
さ
せ
る
た
め
の
極
め
て
重
要
な
時
期
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
皆
様
の
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
予
算
編
成
方
針
と

令
和
２
年
度
予
算
の
概
要

そ
れ
で
は
、
昭
和
町
の
財
政
状
況
と
予
算

編
成
方
針
、
並
び
に
令
和
２
年
度
の
予
算
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
町
の
財
政
は
、
税
制
改
正
に
お
け
る
法

人
町
民
税
の
減
収
と
社
会
保
障
費
な
ど
の
扶

助
費
や
教
育
、
福
祉
予
算
の
増
大
等
に
よ
り
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
道
路
整
備
計
画
や
公
共
施
設
、

　
主
要
施
策

そ
れ
で
は
、
令
和
２
年
度
の
５
つ
の
主
要

事
業
に
つ
き
ま
し
て
申
し
述
べ
ま
す
。

ま
ず
、
１
つ
目
は
、
町
民
の
皆
様
の
健
康

寿
命
の
延
伸
策
と
し
て
健
診
制
度
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
集

団
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
に
加
え
、
新
た
に
「
個

別
セ
ン
タ
ー
健
診
」
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

多
様
化
す
る
町
民
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
受

診
歴
等
に
併
せ
て
、
受
診
時
期
や
日
時
、
ま

た
検
診
項
目
を
選
択
し
、
よ
り
精
度
の
高
い

健
診
を
、
切
れ
目
な
く
提
供
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

２
つ
目
は
ア
ル
プ
ス
通
り
か
ら
昭
和
バ
イ

パ
ス
を
横
断
し
、
市
川
三
郷
線
に
つ
な
が
る

「
昭
和
玉
穂
中
央
通
り
線
」
の
約
１
キ
ロ
の
区

間
に
つ
き
ま
し
て
事
業
着
手
い
た
し
ま
す
。

今
後
、
地
権
者
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
て
い

く
予
定
で
す
。

３
つ
目
は
、
常
永
地
区
内
の
児
童
数
増
加

と
、
県
が
進
め
る
25
人
学
級
へ
の
対
応
と
し

て
常
永
小
学
校
の
校
舎
増
築
を
行
う
に
あ
た

り
事
業
設
計
に
着
手
し
ま
す
。
令
和
３
年
度

に
工
事
着
手
で
き
る
よ
う
努
め
、
本
町
の
子

ど
も
た
ち
に
充
実
し
た
教
育
環
境
を
提
供
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
３
月
４
日（
水
）か
ら
19
日（
木
）ま
で「
令
和
２
年
昭
和
町
議
会

第
1
回
定
例
会（
３
月
議
会
）」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
塩
澤
町
長
は
、「
豊
か
な
ま
ち
の
誇
り
を
次
の
半
世
紀
へ
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、誠
心
誠
意
、町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

所
信
表
明
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、令
和
２
年
度
の
施
策
の
概
要
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。演
説
の
主
な
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

令和 2 年度
所信表明

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

 

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

  

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て

令
和
2
年
度

所
信
表
明

押原公園「ゆめパーク昭和」
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子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
複
雑
多

様
化
し
て
お
り
、
児
童
生
徒
の
学
習
環
境
と

と
も
に
心
理
面
の
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
で
あ
り
、

本
町
の
子
ど
も
た
ち
が
、
恵
ま
れ
た
教
育
環

境
の
中
で
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
そ

の
環
境
整
備
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、現
在
も
実
施
し
て
い
る「
子
ど
も
教
室
」

に
つ
き
ま
し
て
も
英
語
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
室
な
ど
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

続
い
て
、
私
の
掲
げ
る
４
つ
の
柱
で
あ
り

ま
す
「
教
育
環
境
の
充
実
」「
社
会
福
祉
の
充

実
」「
地
域
経
済
の
発
展
」「
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
」
の
分
野
ご
と
に
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

1

—

教
育
環
境
の
充
実

ま
ず
、
教
育
環
境
の
充
実
で
す
が
、
小
中

学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
充
実
さ
せ

ま
す
。
同
時
に
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
施
設
整
備
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

を
整
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
約
と
し
て
掲
げ
て
い
る
「
公

営
塾
」
に
つ
き
ま
し
て
、
学
生
や
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
教
員
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
協
力
の
も
と

開
設
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
理
由
で

学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
中

央
市
と
共
同
し
て
「
に
じ
い
ろ
教
室
」
を
設

置
し
ま
す
。

４
つ
目
は
、
国
や
県
に
よ
る
支
援
制
度
を

補
完
す
る
こ
と
で
本
町
の
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
成
長
を
支
援
す
る
た
め
、
本
町

商
工
会
と
連
携
し
、
小
規
模
事
業
者
持
続
的

発
展
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す

５
つ
目
は
、
本
町
の
公
共
施
設
の
長
期
保

全
計
画
に
よ
る
公
共
施
設
の
維
持
継
続
に
つ

き
ま
し
て
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
聴
く（
仮

称
）
公
共
施
設
の
あ
り
方
検
討
会
を
実
施
し

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
道
路
整
備
等
の
基
盤
整

備
と
、
健
康
、
教
育
、
地
域
振
興
等
の
ソ
フ

ト
事
業
を
効
率
よ
く
行
い
、
町
民
の
皆
様
の

拠
り
所
で
あ
る
、
学
校
や
公
共
施
設
等
の
受

け
皿
整
備
な
ど
の
相
乗
効
果
に
よ
り
成
し
遂

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
に
掲
げ
る
５
つ
の
主
要

事
業
は
、
そ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
幹
と

な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

2

—

社
会
福
祉
の
充
実

次
に
、
社
会
福
祉
の
充
実
と
し
て
、
障
が

い
の
あ
る
人
の
自
立
支
援
な
ど
を
目
的
と
す

る
「
第
６
期
障
が
い
福
祉
計
画
・
第
２
期
障

が
い
児
福
祉
計
画
」、
高
齢
者
の
い
き
が
い

づ
く
り
な
ど
を
検
討
す
る
「
第
９
次
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。
健
康
寿
命
の
延
伸
策

と
し
て
は
、
個
別
セ
ン
タ
ー
健
診
の
導
入
の

ほ
か
、
女
性
の
が
ん
検
診
を
ハ
ガ
キ
に
よ
る

申
し
込
み
と
す
る
こ
と
で
受
診
率
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
策
と
し

て
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

新
設
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
新
設
に
よ
り
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
お
け
る
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
を
実
施

し
、
地
域
の
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
、

高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
を
支
援
し
、

支
援
す
る
高
齢
者
に
と
っ
て
も
、
い
き
が
い

づ
く
り
や
介
護
予
防
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

3

—

地
域
経
済
の
発
展

次
に
、「
地
域
経
済
の
発
展
」
に
つ
い
て
説

明
い
た
し
ま
す
。
本
町
の
人
口
は
令
和
２
年

３
月
１
日
現
在
２
万
４
８
１
人
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
28
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
６
次

総
合
計
画
の
前
期
計
画
５
年
の
目
標
人
口
が

２
万
５
０
０
人
で
す
か
ら
、
ほ
ぼ
目
標
を
達

成
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
、

な
お
一
層
の
地
域
経
済
の
発
展
を
目
指
し
、

「
小
規
模
事
業
者
小
口
資
金
制
度
」
の
見
直
し

と
、
町
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
等
へ
の
（
仮
称
）
商
工
会
割
引
サ
ー

ビ
ス
制
度
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
地

域
振
興
策
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
人
口
増

加
は
ま
ち
の
成
長
の
指
標
と
も
言
え
、
こ
れ

ら
の
成
果
は
商
工
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

経
済
の
発
展
に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
な

お
、
ア
ル
プ
ス
通
り
と
町
道
30
号
線
の
接
続

工
事
を
進
め
、
本
町
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
飛
躍

的
に
向
上
さ
せ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
推

進
し
ま
す
。

実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
防
犯
対
策
と
し
て
、

公
用
車
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置

を
進
め
ま
す
。
な
お
、
町
内
の
防
犯
灯
以
外

の
街
路
灯
に
つ
き
ま
し
て
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推

進
い
た
し
ま
す
。

　
「
新
化
」
す
る
ま
ち

昭
和
町
の
町
名
は
、そ
の
前
身
で
あ
る
「
昭

和
村
」
が
昭
和
17
年
に
誕
生
し
た
と
き
、
当

時
の
元
号
に
ち
な
み
村
名
を
「
昭
和
村
」
に

し
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
そ
の
後
、
昭
和

46
年
４
月
１
日
に
町
制
を
施
行
し
「
昭
和
町
」

と
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
半
世
紀
に
及
ぶ
町

民
の
皆
様
の
努
力
に
よ
り
、
県
下
に
誇
る
住

み
よ
い
ま
ち
と
し
て
成
長
を
続
け
、
町
制
施

行
後
の
国
勢
調
査
に
お
き
ま
し
て
、
一
度
も

人
口
減
少
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は

「
豊
か
な
ま
ち
の
誇
り
を
次
の
半
世
紀
へ
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
暮

ら
し
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て
、

誠
心
誠
意
、
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
源
泉
と
な
り
ま
す

の
が
、
私
の
座
右
の
銘
で
あ
る
「
継
続
は
力

な
り
」
で
あ
り
ま
す
。
折
し
も
改
元
が
な
さ

れ
「
令
和
」
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
令
和

の
歩
み
と
と
も
に
、
10
年
後
20
年
後
の
未
来

に
向
け
て
継
続
を
力
と
し
、「
新
化
」
す
る
昭

和
町
の
姿
を
具
現
化
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
議
会
を
は
じ
め
町
民
の
皆
様
に
は
、

さ
ら
な
る
本
町
の
成
長
の
た
め
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
令
和
２
年
昭
和
町

議
会
第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
所
信
表
明
並

び
に
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

令
和
２
年
３
月
４
日

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
町
長　

塩
澤 
浩

4
—

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

最
後
に
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
説
明
い
た
し
ま
す
。
昨
年
は
大

型
の
台
風
の
影
響
に
よ
り
本
町
も
初
め
て
災

害
警
戒
本
部
を
設
置
、
避
難
所
の
開
設
も
行

い
ま
し
た
。
比
較
的
災
害
の
少
な
い
本
町
で

は
あ
り
ま
す
が
、
た
び
重
な
る
大
規
模
災
害

を
踏
ま
え
、
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
防
災
備
蓄
品
も
継
続
し
て
充
実
さ

せ
ま
す
。
ま
た
、
地
震
対
策
の
一
環
と
し
て

木
造
耐
震
化
事
業
補
助
の
ほ
か
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
撤
去
改
修
改
善
補
助
事
業
も
引
き
続
き

具
体
的
諸
施
策

「
４
つ
の
柱
」
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今
年
度
よ
り
、
新
た
に
個
別
セ
ン
タ
ー
健
診

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
30
歳
以
上
の
方
へ
、

「
健
診
の
お
知
ら
せ
」
を
４
月
上
旬
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

種類 自己負担金 検査内容

基本健診
（特定健診） 無料 診察・血液検査・腹囲

測定・尿検査など

胃
が
ん
検
診

胃内視鏡検査 8,000 円 上部消化器官を内視鏡
にて検査

高性能
バリウム検査 2,500 円

上部消化器官を X 線
にて直接撮影（より精
度の高い検査）

大腸がん検診 500 円 2 日分の便による潜血
反応検査

肝がん検診 500 円
超音波による肝臓・胆
のう・腎臓・膵臓など
の検査

肺がん検診
（65歳未満） 500 円 胸部レントゲン検査

結核検診
（65 歳以上） 無料 胸部レントゲン検査

胃がん ABC 検診 1,000 円 血液検査で胃がんにな
るリスクを検査

種類 自己負担金 検査内容
基本健診

（特定健診） 無 料 診察・血液検査・腹囲
測定・尿検査など

胃がん検診 500 円 胃部レントゲン検査
（バリウム）

大腸がん検診 500 円 2 日分の便による潜血
反応検査

肝がん検診 500 円
超音波による肝臓・胆
のう・腎臓・膵臓など
の検査

肺がん検診
（65歳未満） 500 円 胸部レントゲン検査

結核検診
（65 歳以上） 無 料 胸部レントゲン検査

ロコモ予防検診
（骨粗しょう症検診） 無 料 骨密度装置による

X 線スキャン検査

もの忘れ検診 無 料 コンピューターによる
質問検査

胃がん ABC 検診 1,000 円 血液検査で胃がんにな
るリスクを検査

【 検査項目と自己負担金 】

【 検査項目と自己負担金 】【 健診日程 】

個
別
セ
ン
タ
ー
健
診
が
始
ま
り
ま
す
！  

～ 

令
和
２
年
度
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ 

～

【
問
い
合
わ
せ
】

　
○
い
き
い
き
健
康
課
（
☎
2
7
5
‐
8
7
8
5
）

 

・
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
受
診
日
を
予
約
で
き
る

 

・
胃
内
視
鏡
が
選
べ
る　

　
個
別
セ
ン
タ
ー
健
診

　
集
団
健
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

な
ど
、
集
団
健
診
に
は
な
い
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
健
康
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
ま
で
と
同
様
に
、
総
合
会
館
に
て
決
め
ら
れ
た
日
時
に
受
診
し
て
い
た
だ
く
健
康

診
断
で
す
。

○
対
象
者　
令
和
３
年
３
月
31
日
時
点
で
40
歳
以
上
の
町
民
の
方

○
対
象
者　
令
和
３
年
３
月
31
日
時
点
で
30
歳
以
上
の
町
民
の
方

○
健
診
会
場　
昭
和
町
総
合
会
館

※	年齢や条件により受診できる項目が異なりますので、
　	詳しくは 4 月上旬に郵送される案内冊子をご覧ください

※年齢や条件により受診できる項目が異なりますので、
　詳しくは 4 月上旬に郵送される案内冊子をご覧ください

○
健
診
会
場　
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

○
健
診
バ
ッ
グ
に
つ
い
て

役
場
よ
り
送
付
さ
れ
る
利
用
券
の
案
内
を
も
と
に
、

厚
生
連
に
受
診
日
及
び
検
査
項
目
の
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
後
日
、
厚
生
連
よ
り
健
診
バ
ッ
グ
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

○
注
意
事
項

 

・	

個
別
セ
ン
タ
ー
健
診
を
受
け
る
女
性
の
方
は
、乳
が
ん

検
診
や
子
宮
頸
が
ん
検
診
も
同
日
に
受
診
で
き
ま

す
。（
時
間
帯
指
定
あ
り
、
要
事
前
申
し
込
み
）

 ・	

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、
も
の
忘
れ
検
診
は
個
別
セ
ン

タ
ー
健
診
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
集
団
健
診
で
別

日
に
受
診
可
能
で
す
。

 ・	

送
迎
バ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
健
診
バ
ッ
グ
に
つ
い
て

健
診
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、
後
日
、

「
健
診
バ
ッ
グ
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

６
月
26
日
頃
ま
で
に
健
診
バ
ッ
グ
が
届
か

な
い
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
、
い
き
い
き

健
康
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

 

・	

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

	

締
め
切
り
後
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

い
き
い
き
健
康
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

・	

対
象
地
区
以
外
の
日
で
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

 

・	

日
曜
日
は
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

実施日 対象地区
7月　2日（木） 押 越

3日（金） 西条一区
5日（日） 休日健診（西条地区優先）
6日（月） 上河東・上河東二区
7日（火） 築地新居・飯 喰
8日（水） 河 西
9日（木） 清水新居

10日（金） 河東中島・紙漉阿原
12日（日） 休日健診（押原・常永地区優先）
13日（月） 西条二区
14日（火） 西条新田

　
　○

定
員　
６
０
０
人　
　

○
対
象
者　

　
「
国
民
健
康
保
険
」
に
加
入
の
方
で
、
令
和
２
年
４
月
１
日

現
在
35
歳
以
上
か
つ
人
間
ド
ッ
ク
受
診
時
に
75
歳
未
満
の
方

　
（
保
険
税
に
未
納
の
な
い
方
に
限
る
）

○
定
員　
２
０
０
人

○
対
象
者

　
「
社
会
保
険
」
に
加
入
の
方
で
令
和
３
年
３
月
31
日
現
在
で

35
・
40
・
50
・
55
・
60
・
65
歳
の
方

○
注
意
事
項　
　

	

受
診
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

抽
選
に
外
れ
た
場
合
は
、
集
団
健
診
ま
た
は
個
別
セ
ン
タ
ー

健
診
に
変
更
で
き
ま
す
。（
集
団
健
診
と
人
間
ド
ッ
ク
及
び

個
別
セ
ン
タ
ー
健
診
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
）

♥	

受
診
施
設
（
次
の
い
ず
れ
か
）

　

	

・
山
梨
県
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

	

・
石
和
温
泉
病
院
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和

♥	

自
己
負
担
金　
１
万
５
０
０
０
円

♥	

受
診
で
き
る
期
間

	
	

６
月
15
日（
月
）～ 

12
月
28
日（
月
）
※
平
日
の
み

【
問
い
合
わ
せ
】

　
○
昭
和
町
国
保
人
間
ド
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
町
民
窓
口
課	（
☎
2
7
5
‐
8
２
６
４
）

　
○
社
保
節
目
人
間
ド
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
い
き
い
き
健
康
課
（
☎
2
7
5
‐
8
7
8
5
）

各
種
健
診（
検
診
）の
申
し
込
み
方
法

　
　
　
　
郵
送
さ
れ
る
案
内
冊
子
裏
面
の
専
用
ハ
ガ
キ
に
て

●
申
し
込
み
締
め
切
り  

4
月
23
日（
木
）当
日
消
印
有
効

昭
和
町
国
保
人
間
ド
ッ
ク

社
保
節
目
人
間
ド
ッ
ク

　
人
間
ド
ッ
ク

Ｎｅｗ

ど
ち
ら
か
の
み
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「
固
定
資
産
税
」は
、土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所
有
者（
毎
年
の
１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
）が
、そ
の
資
産
価
値
に

応
じ
て
納
め
る
税
金
で
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、資
産
の
価
格（
適
正
な
時
価
）に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。ま
た
、資
産
価
値
の
変
動
に
対
応
し
た
適
正
・

公
平
な
価
格
に
見
直
す
た
め
、毎
年
、国
で
示
す
固
定
資
産
評
価
基
準
を
も
と
に
評
価
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、固
定
資
産
税
の
評
価
の
適
正
な
確
保
と
、納
税
者
の
皆
さ
ま
の
評
価
に
対
す
る
理
解
促
進
の
た
め
、修
正
し
た

標
準
宅
地
の
評
価
額
を
公
開
い
た
し
ま
す
の
で
、参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

令和２年度　標準宅地評価額 標
準
宅
地
評
価
額
の

お
知
ら
せ

番号 基 準 地 の 所 在 評価額
（円 /m2） 用途地区大 字 小 字 所 在 地 の 目 安

55 西 条 馬 籠 甲府南アルプス線付近 33,600 ＝

普
通
商
業
地
区

56 西 条 新 田 北 河 原 甲府南アルプス線中央道ボックス付近 40,400 ＝
57 西 条 才 神 浄慶寺北側昭和バイパス沿い 45,200 ＝
58 西 条 前 切 旧東部農協西条支所南側昭和バイパス沿い 43,700 ＝
59 西 条 清 水 尻 国母駅入口交差点甲府市川三郷線沿い 36,500 ⇩
60 西 条 長 登 路 国母駅入口バス停付近甲府市川三郷線沿い 36,300 ⇩
61 西 条 山 宮 地 国母駅前通り沿い 35,200 ⇩
62 西 条 立 石 昭和水源資材置場付近押越西条新田線沿い 39,900 ⇩
63 西 条 姥 川 昭和水源付近押越西条新田線沿い 39,600 ⇩
64 押 越 上 河 原 南消防署昭和出張所昭和バイパス沿い 42,500 ＝
65 押 越 大 西 押原小学校西側昭和バイパス沿い 41,400 ＝
66 押 越 新 田 前 押越新田集会所西側甲府市川三郷線沿い 34,800 ⇩
67 紙 漉 阿 原 サ ツ 平 押越バス停甲府市川三郷線沿い 33,200 ⇩
68 河 東 中 島 熊 の 宮 山梨みらい農協昭和支店西側甲府市川三郷線沿い 32,600 ＝
69 河 東 中 島 西 国 田 押原小井川交番南昭和玉穂線沿い 32,500 ⇩
70 築 地 新 居 新 居 前 源光寺南側 200m 町道 527 号線沿い 27,700 ＝
71 築 地 新 居 新 居 前 源光寺南西 100m 甲斐中央線沿い 28,900 ＝
72 飯 喰 屋 敷 添 天理教付近町道 527 号線沿い 29,600 ＝
73 河 西 村 内 法界寺北側 100m 町道 527 号線沿い 30,300 ＝
74 飯 喰 村 西 昭和バイパス飯喰交差点西側付近 42,700 ＝
75 河 西 村 西 鍛冶新居橋北側昭和バイパス沿い 36,100 ⇩
76 河 西 村 西 法界寺西側旧田富町境昭和バイパス沿い 35,000 ⇩
77 河 西 鶴 住 大円寺南西側甲府市川三郷線沿い 31,000 ⇩
78 河 西 大 林 大林区画整理地東側旧田富町境甲府市川三郷線沿い 31,800 ⇩
79 築 地 新 居 村 前 釜無工業団地釜無グラウンド西側付近 10,600 ＝ 大工場地区80 紙 漉 阿 原 沖 田 国母工業団地国母公園西側付近 11,900 ＝
81 西 条 中 曽 根 NTT コム山梨甲府ビル北側付近 37,500 ＝ 普通住宅地区82 河 東 中 島 山 伏 町道 10 号線西側背後 28,200 ＝
83 飯 喰 屋 敷 添 イオンモール甲府昭和西側県道甲斐中央線沿い 41,500 ＝ 普通商業地区
84 飯 喰 金 屋 敷 イオンモール甲府昭和南側町道沿い 36,700 ＝ 普通住宅地区
85 河 西 村 内 常永小学校西交差点南側町道 527 号線沿い 30,400 ＝ 普通商業地区

※	「⇩」は前年より評価額が下がった基準地、「＝」は前年同額の基準地

番号 基 準 地 の 所 在 評価額
（円 /m2）

用途
地区大 字 小 字 所 在 地 の 目 安

1 清水新居 宮 の 上 家具団地南西付近 32,600 ＝
普
通
住
宅
地
区

2 清水新居 沖 田 沖田区画整理地区内 34,900 ⇩
3 清水新居 屋 敷 前 昭和インター北東側付近 33,000 ⇩
4 清水新居 小 松 田 長泉院北側 200m 付近 34,500 ⇩
5 清水新居 村 中 清水新居公会堂付近 33,400 ⇩
6 清水新居 南 河 原 甲府バイパス北側付近 34,300 ⇩

7 西 条 松 ノ 木 甲府昭和高校東南付近 44,900 ＝ 普通商
業地区

8 西 条 清 水 甲府昭和高校西側 200m 付近 36,800 ＝

普
通
住
宅
地
区

9 西 条 村 前 西条小学校東側付近 36,800 ＝
10 西 条 神 屋 神屋公園付近 36,800 ＝
11 西 条 山 梨 義清神社南西 200m 付近 34,800 ＝
12 西 条 山 宮 地 国母駅北側 200m 付近 31,100 ⇩
13 西 条 梅 の 木 国母駅前郵便局西側付近 34,300 ⇩
14 西 条 梅 の 木 国母変電所西側付近 34,300 ＝
15 西 条 山 宮 地 国母駅南側付近 28,900 ⇩
16 押 越 鎌田川端 中央道身延線ボックス南東側付近 25,800 ⇩
17 西 条 清 水 水道局グラウンド東側付近 30,400 ＝
18 西条新田 村 北 正覚寺付近 29,100 ＝
19 西条新田 村 前 西条新田公会堂南側 100m 付近 33,800 ＝
20 西 条 立 石 西条小学校南西 100m 付近 32,600 ＝
21 西条新田 村西道上 鎌田川西側旧竜王町境付近 22,900 ⇩
22 西 条 穴 田 昭和水源北西 200m 付近 25,200 ⇩
23 西 条 姥 川 西条二区第２公会堂北側 100m 付近 26,400 ⇩
24 築地新居 東 河 原 玉川団地南側付近 24,400 ⇩
25 押 越 氏 神 昭和町総合会館付近 26,300 ⇩
26 河東中島 村 下 佛乗寺西側付近 24,600 ⇩
27 押 越 上 川 瀬 上川瀬公園北東側付近 33,100 ＝
28 押 越 中 川 瀬 川瀬公園西側付近 33,800 ＝
29 紙漉阿原 天 白 上 天白北側付近 31,500 ＝
30 紙漉阿原 天 白 下 泉応寺南側 200m 旧玉穂町境付近 28,500 ＝
31 押 越 下 村 山梨みらい農協昭和支店南東 100m 付近 23,500 ⇩
32 河東中島 川 代 興善寺南側 100m 付近 22,900 ⇩
33 紙漉阿原 沼 湧水の里沼公園付近 22,100 ⇩
34 築地新居 村 前 蓮華寺東側 200m 付近 22,900 ⇩
35 築地新居 大 神 釜無公園グラウンド北北東 300m 付近 24,300 ⇩
36 築地新居 大 神 釜無工業団地北側旧竜王町境付近 23,100 ＝
37 飯 喰 屋 敷 添 飯喰熊野神社西側付近 28,800 ＝
38 河 西 村 西 常永１号公園南側付近 36,400 ＝
39 飯 喰 村 西 釜無工業団地南側昭和バイパス西側付近 20,000 ⇩
40 河 西 亀 住 常永ゆめ広場西側付近 36,700 ＝
41 河 西 村 内 法界寺北東 100m 付近 27,700 ＝
42 河 西 大 林 河西公会堂南側 100m 付近 32,200 ＝
43 河 西 村 西 昭田橋北西 100m 付近 30,200 ＝
44 河 西 大 林 河西大林公園南側 200m 付近 31,800 ＝
45 上 河 東 田之神田 上河東公会堂南側 100m 付近 30,500 ＝
46 上 河 東 田之神田 常永団地北側 100m 付近 29,600 ＝
47 上 河 東 横 田 常永団地南側 200m 付近 28,200 ＝
48 上 河 東 横 田 常永駅南側付近 21,400 ⇩
49 清水新居 宮 の 上 甲府市境アルプス通り沿い 49,000 ＝

普通商
業地区

50 清水新居 沖 田 沖田公園付近徳行三丁目清水新居線沿い 42,300 ＝
51 清水新居 沖 田 妙全寺付近上石田一丁目西条線沿い 42,900 ＝
52 西 条 北 河 原 甲府バイパス交差点付近上石田一丁目西条線沿い 42,400 ＝
53 清水新居 村 中 甲府市境昭和通り沿い 46,900 ＝
54 西 条 北 河 原 甲府昭和高校入口交差点国道 20 号沿い 49,900 ＝

　
「
固
定
資
産
税
台
帳
」は
、固
定
資
産
税
課
税
の
基
礎
と
な
る
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
が
記
載
さ
れ
た
台
帳
で
す
。令
和
２
年
度
に
課
税
さ
れ

る
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を
記
載
し
た「
固
定
資
産
税
台
帳
」を
次
の
期

間
、縦
覧（
閲
覧
）で
き
ま
す
。

　
期　
　
　
間　
４
月
１
日（
水
）
～
６
月
１
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分［
平
日
の
み
］

　
場　
　
　
所　
昭
和
町
役
場　
税
務
課

　
持　
ち　
物　
印
鑑

　
問
い
合
わ
せ　
税
務
課　
資
産
税
係（
☎
2
7
5
‐
８
２
６
５
）

固
定
資
産
税
台
帳
を
縦じ

ゅ
う
ら
ん覧

で
き
ま
す

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
等
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
で
、

障
が
い
者
本
人
ま
た
は
障
が
い
者
と
生
計
を
一
つ
に
す
る
方
が
運
転
し

一・
・
・
・
・

定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、軽
自
動
車
税（
種
別
割
）が
免
除
に
な
り

ま
す
。た
だ
し
、普
通
自
動
車
税
の
減
免
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
券
の
助
成
を
受

け
て
い
る
方
は
、軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
手
続
き
に
必
要
な
も
の　
①
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳 

・
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か（
４
月
１
日
以
前
に
交
付
さ
れ
た
も
の
）

　
　
②
印
鑑　
③
車
検
証　
④ 

軽
自
動
車
を
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証

　
　
⑤
減
免
を
受
け
る
方
及
び
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
個
人
番
号
が
分
か
る

も
の（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
等
）

　
申 

請 

期 

間　
４
月
１
日（
水
）～ 

５
月
25
日（
月
）

　
※
申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
令
和
２
年
度
分
は
減
免
さ
れ
ま
せ
ん

　
※
継
続
の
減
免
申
請
書
は
、５
月
中
旬
頃
発
送
い
た
し
ま
す

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
税
務
課　
住
民
税
係（
☎
2
7
5
‐
８
２
６
５
）

障
が
い
者
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）減
免
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▶町長と語らいのとき
　日時：4月1日（水） 

午後1時30分～4時
　場所：役場庁舎1階 町長室
　＊前日までにご連絡ください

（総務課 ☎275-8153）
▶消費生活無料相談（※）
　日時：4月10日（金） 

午前10時～正午
　場所：役場別棟2階 小会議室

（企画財政課 ☎275-8154）
▶行政相談（※）
　日時：4月15日（水） 

午後1時～３時
　場所：中央公民館2階 会議室

（企画財政課 ☎275-8154）
▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く
　日時：祝日を除く火・水・木の

午前9時～午後4時＊ 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：4月8日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください
　（昭和町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶結婚相談（※）
　   お休みさせていただきます　
　（昭和町結婚相談所 

☎275-1881）
▶障がい者相談支援センター
　　　　　  「 穂のか」出張相談（※）
　日時：4月10日（金）・24日（金） 

午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　� （福祉課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です 
　直接会場にお越しください

▶ボカシつくり会
　日時：4月20日（月）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
付きのことをお寄せください
◦ホームページ
　https://www.town.showa.
　yamanashi.jp/chosei/koe.php
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

※新型コロナウイルス感染症の影響を
考慮し、中止となる場合があります。

　必ず事前にお問い合わせください。

管内
区分 現行 改定後

12 歳以上の者 10,000 円 20,000 円

管外
区分 現行 改定後

12 歳以上の者 50,000 円 60,000 円
　※詳細は、ふじかわ聖苑のホームページをご覧ください

　３月、昭和町男女共同参画推進委員会（「共に生き活き輝け昭和」推進委員会）
主催の「男女共同参画啓発作品コンクール」の表彰がありました。
　このコンクールでは、家庭や地域、学校、職場など、毎日の生活の中で 

「男女共同参画」に関する「気づいたこと」「伝えたいこと」「誇らしいこと」
等をテーマに標語・川柳を募集しました。

　今年で６回目の開催となったコンクールには、町内在住の
方や町内に通学する児童・生徒の皆さんより、合計 123 点
の応募があり、優秀作品として計 10 点の作品が選ばれ賞が
贈られました。
　受賞者と入選作品は、次のとおりです。

［関連記事：20ページ］

［
小
・
中
学
校
の
部
］

　
町
長
賞

　
　
「
か
じ
い
く
じ　

二
人
三
き
ゃ
く　

パ
パ
と
マ
マ
」

　

山や
ま
も
と本　

純じ
ゅ
ん
ぺ
い平さ

ん
（
西
条
小
・
５
年
）

　
議
会
議
長
賞

　
　
「
参
画
社
会　

男
女
の
個
性　

認
め
て　

生
か
し
て　

明
る
い
未
来
」

　

伊い
さ
か坂　

碧あ
お
い唯
さ
ん
（
押
原
中
・
１
年
）

　
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員
長
賞

　
　
「
み
に
つ
け
て　

男
女
参
画　

い
い
未
来
」　

加か

が

み
賀
美 

碧あ
お
ば芭
さ
ん
（
押
原
小
・
６
年
）

　
共
に
生
き
活
き
輝
け
昭
和
賞

　
　
「
せ
い
べ
つ
で　

や
り
た
い
ゆ
め
を　

こ
わ
さ
な
い
で
」

　

杉す
ぎ
や
ま山　

佳か

ほ穂
さ
ん
（
押
原
小
・
４
年
）

　
　
「
み
と
め
よ
う　

男
も
女
も　

み
な
び
ょ
う
ど
う
」

　

山や
ま
だ田　

真ま

ゆ夕
さ
ん
（
押
原
小
・
４
年
）

　
　
「
男
子
女
子　

共
に
生
き
る　

い
ろ
ん
な
力
」　

小お

の野　

琴こ
と
は葉

さ
ん
（
押
原
小
・
６
年
）

　
　
「
決
め
つ
け
ず　

一
人
一
人
が　

主
人
公
」　

宮み
や
ぎ城　

咲さ

ら良
さ
ん
（
押
原
小
・
６
年
）

［
高
校
生
・
一
般
の
部
］

　
町
長
賞

　
　
「
親
の
背
を　

見
て
る
子
供
も　

家
事
分
担
」　

田た
な
べ辺　

良よ
し
こ子

さ
ん
（
河

西

区
）

　
議
会
議
長
賞

　
　
「
令
和
に
は　

増
え
る
と
い
い
な　

女
性
議
員
」　

匿　
　
　
　
　

名  　
　
　
　
　

　
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員
長
賞

　
　
「
男
と
女　

力
合
わ
せ
て　

夢
づ
く
り
」

　

黒く
ろ
さ
わ沢　

　

登の
ぼ
るさ

ん
（
紙
漉
阿
原
区
）

男女共同参画啓発作品コンクール入選者表彰

【問い合わせ】三郡衛生組合火葬場ふじかわ聖苑（☎２８４-６３７５）

ふじかわ聖苑使用料を改定します

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　広報１月号でお知らせしましたとおり、令和 2 年４月１日の使用許可分
から使用料（火葬料）を改定します。
　皆さまのご理解をよろしくお願いいたします。

　５月１日（金）より、町立温水プールの運営時間が変更となります。

【 問い合わせ 】町立温水プール（☎２７５‐９８１１）

変更前 午前９時 30 分～午後９時 30 分
変更後 午前 10 時～午後９時 15 分

※水曜日の午後１時 15 分～１時 45 分は休止、月・祝日は休館

町立温水プール
運営時間変更のお知らせ

　
「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」は
、誰
も
が
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
の
団
体
・
グ
ル
ー

プ
活
動（
社
会
教
育
活
動
）に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、小
さ
な
掛
金
で
大
き
な
補
償

が
得
ら
れ
る
公
益
目
的
事
業
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
ほ
か
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域

活
動
中
の
事
故
が
保
障
さ
れ
ま
す
。町
教
育
委
員
会
で
申
込
用
紙
を
配
付
し
て
い
ま
す
の

で
、地
域
で
団
体
活
動
を
さ
れ
る
方
は
、ご
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

保
険
期
間　
　
令
和
２
年
４
月
１
日 

午
前
０
時
～
令
和
３
年
３
月
31
日 

午
後
12
時
ま
で

年
間
掛
金　
　
一
人 

８
０
０
円
～
（
補
償
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

加
入
対
象　
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、文
化
活
動
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

地
域
活
動
な
ど
を
行
う
４
名
以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

対
象
年
齢　
　
年
齢
制
限
な
し（
た
だ
し
年
齢
に
よ
り
加
入
で
き
る
補
償
内
容
が
異
な
り
ま
す
）

対
象
と
な
る
範
囲　

	

団
体
で
の
活
動
中
ま
た
は
団
体
活
動
へ
の
往
復
中

補
償
内
容　
　
傷
害
保
険
、賠
償
責
任
保
険
、突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

【 

問
い
合
わ
せ 
】　

　
町
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）
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